
チャンパサック県パクソン郡における不発弾処理事業 
活動写真 

別紙第５ 

１．事業開始準備 

雨季における処理現場への進入路の整備 立ち往生したトラックを引き出す処理員 

泥濘化した進入路 泥濘化した悪路を進むJMAS車両 

２．探査地域の測量及び経始 

土地管理局、PSD社と処理現場の境界確認作業
を行うJMAS専門家 

チャンパサック県の土地管理局の立会いのもと
処理現場の確認 



境界線の伐開 境界が確定したところでマーキング 

３．伐開 

伐開した草木を集積するための事前探査 

稲刈り前の地域 

陸稲の借り入れを終えたところから伐開開始 

雨季における伐開作業 

足場の悪い傾斜地での伐開 



４．探査 

探査地域の区分分け １次探査（深度３０㎝） 

２次探査（深度２ｍ） リーダーによる最終確認作業 

JMAS専門家による実施状況の確認 

作業開始時には探査機の性能を確認し作業
に入ります。JMAS専門家と共に探知機の性
能を確認するプロジェクト・コーディネーター 

探査で発見された
爆弾の信管部品 

手榴弾の部品 



５．ＪＭＡＳ専門家の指導・助言 

処理員への指導を行うＪＭＡＳ専門家 不発弾処理技能員と不発弾処理現場の確認・指
導を行うＪＭＡＳ専門家 

６．処理前後の状況 

処理前 処理後 

チャンパサック県ラオンガム郡における
不発弾処理事業と英語、ラオス語、日本
語で記載された看板を設置 



処理前（１５０ｈａでの境界線付近） 

境界線 

処理後（１５０ｈａでの境界線付近） 




